
9 .むつ小川原地域漁業開発調査

1 上浅域漁場開発調査

(1 )底質調査

調査目的

砂浜地帯の磯化について，その可能性を検討し，むつ小川原地域漁業の発展に資する。

E 調査内容

1.調査年月日 第 1回昭和53年11月15日

第 2回昭和54年 1月24日

2 調査地点 第 1回，第 2回各15地点(第 1図参照)

3. 調査担当者 技師 長津秀二

4. 調査項目及び方法

(1 )全硫化物

(2) 水分含量

(3) 強熱減量

(4) 粒度組成

皿調査結果

検知管法

1050C24時間加熱後秤量

7000C 2時間加熱後秤量

標準僚による湿式法，ただし試料に含まれる間隙水は塩分を 3.5%として

補正した。

分析値は52年度 2回の調査結果も含めて第 1・2表に示した。

1 全硫化物

(11月) 15点中 4点で不検出 検出された11点の最高値は O.004m9 /9であった。

( 1月) 15点中 4点で不検出 検出された11点の最高値は 0.011m9/9であった。

2 水分含量

(11月) 20. 1 - 28. 2 % 平均 2329勿

( 1月) 19.3-26.7 % 平均 22.7勿

3. 強熱減量

(11月) O. 84 - 1. 84 % 平均1.23 % 

( 1月) 0.67 -2 28 % 平均1.36 % 

4 泥含有率
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(11月) 0 19~5155ち 平均 2.06銘

( 1月) O. 51 ~ 4.01 % 平均1.87 % 

5 中央粒径値

(11月) 0 122 ~ O. 154棚，平均 O.138 mmの微粒砂または細粒砂

( 1月) O. 120 ~ O. 163叩，平均 0.144酬の微粒砂または細粒砂

6 淘汰係数

(11月) 1. 32 ~ 1. 48で淘汰良好

( 1月) 1. 25九1.47で淘汰良好

N 考 察

これまで， 52年12月16日， 53年 2月21日の調査と合わせて 4回実施したが，各調査時とも強熱減量

3.60 %以下，全硫化物 O.02mf} / 9以下で有機物の堆積は少く清浄な状態であった。第 2・3図は強

熱減量，泥含有率，全硫化物，中央粒径値の水平分布を各調査時ごとにあらわしたものである。強熱

減量は岸側が沖側より高い傾向にあるが，高瀬川河口付近では，調査時期によっては逆に沖側が高く

なる場合も見られた。全硫化物については調査海域において各時期とも検出値は極めて低く，地域的

特性も見られなかった。

中央粒径値，泥含有率は岸側が中央粒径値が小さく，泥含有率が高い傾向を示した。また本年度は

昨年度と比較して全体的に中央粒径値が小さくなり，特に南側が小さな粒子に変ったのが特徴であっ

た。第 3図は各調査点ごとの粒度組成の変化をあらわしたものであるが， st 1及び 2の16m以深を除

いては組成の変化が大きく，おそらく，各調査時における波浪の影響によりこの様な変化があらわれ

るものと思われる。また，南側は海底傾斜がゆるく遠浅の状況のため，水深25祝でも波浪の影響をう

けて時期的変化がみられる他，北側の水深25加と比較して微粒砂の含有率ーが高く組成も異なっている。

この海域は六ケ所村泊からつづいている砂浜地帯で，粒径 O.120 ~ O. 218聞の微粒砂または細粒砂が

主体で，粒子の揃った砂が一様に分布している。北側で高瀬川放水口による陸水の流入はあるものの

有機物の堆積は見られず，清浄な状況が保たれていると認められる。
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析結果度分粒第 2表
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(2) 下浅域漁場開発調査標本船調査

調査目的

泊沖水深 100m・150m及び 200mに設置された魚礁への魚類の蝿集状況を把握する。

E 調査内容

1.調査期間

2. 調査海域

昭和53年12月， 54年 2月

六ケ所村泊沖

3 調査担当者 技 師 小田切譲一

4 調査項目及び方法

(1 ) 魚類の間集状況

主任研究員

技師

十三邦昭

原子 保

泊漁業協同組合に所属する漁業研究会(会長 浅井益男)所属の漁船(12月 11隻， 2月22隻

の延33隻)により漁獲試験を行い，漁法は一本釣とした。

皿調査結果

漁獲試験は， 53年12月10日及び54年 2月23日の 2日間に行われた。各船ごとの漁獲結果は表 1のと

おりである。

1. (1) 12月 10日， 10 - 15時の間に 3隻によって，水深 100mに設置された魚礁で操業された。

漁獲量は最も多い船で 16.0kg，少い船で 8.3 kg， 1隻平均 10.9kgであった。

漁獲された魚種はキツネメバル(地方名 マゾイ)が最も多く(18. 0 kg) ，次いでカサゴ科の

一種アカゾイ(3.2 kg) ，アイナメ(3. 1 kg) ，タコ(3.2 kg) ，ムシガレイ(0.5 kg) の順で

あった。

(2) 水深 150mに設置された魚礁で操業した船は 3隻で，このうち 2隻は途中移動し 100m魚礁で

の操業も行っている。

漁獲量は最も多い船で 14.1 kg，少い船で 2.0kg， 1隻平均 10.3 kgであった。 100m魚礁へ移

動しないで 150m魚礁で操業を続けた船が最も少ない漁獲であった。

漁獲された魚種はアカゾイが最も多く (9.0kg)，次いでイシナギ(6.0 kg) ， '7ゾイ(3.6 

kg) ， ヒラメ(O. 2 kg) ，マサノて (1.0kg)，カレイ(O. 9 kg)の順であった。

(3) 水深 200mに設置された魚礁で操業した船は 4隻であるが，これらの船は 150m魚礁， 1隻は

更に 100m魚礁でも操業を行っている。
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漁獲量は最も多い船で 41.2 kg，少ない船で 6.7kg， 1隻平均 20.8kgとなっている。 150m， 

100 mでの操業を併せて行った船が最も多くの漁獲をあげている。

漁獲された魚種はアカゾイが最も多く (265kg)，次いで 7 ゾイ(25.6 kg) ， ?サパ(13.5 

kg) ，エゾイソアイナメ(ドンコ， 13. 2kg) ，アイナメ (30kg)，カレイ (1.3kg)の順であ

った。

(4) 100 m魚礁と 150m魚礁との中間，水深 120mで操業した船が 1隻あり， ヒラメ 20 kgを漁獲

している。

2. 2月23日， 12時から15時30分まで22隻の船が 100m， 150 m及び 200mの魚礁にそれぞれ， 8隻，

7隻， 7隻配置し，釣獲にはいった。しかし， 150 m， 200 mでは漁獲がほとんど、なかったため l

隻を除いて全て 100m魚篠で操業した。

(1) 100 m 魚礁

漁獲量は最も多い船で 6.0k9，漁獲なしの船が 2隻あり， 1隻平均1.9 kgであった。

漁獲された魚種は 7 ゾイが最も多く(21. 5kg) ，次いでアイナメ(8. 0 kg) ，アカゾイ(5 7 

kg) ， タコ(3. 0 kg) ， ウスメバル (1.2kg)，サクラ 7 ス (0.4kg)，ヤナギメノイル (0.4kg)

ホッケ(O. 3 kg) ，ムシガレイ(0 2 kg)のIi原であった。

(2) 150 m 魚礁

1隻の漁獲量は，マゾイ 2.6k9，タコ 2.0kgであった。

本年の漁獲試験では，キツネメバル(マゾイ)，カサゴ(アカゾイ)，エゾイソアイナメ，ア

イナメ，イシナギ， ヒラメ， ウスメバル，ヤナギメパル，ホッケ，ムシガレイ，サクラマス， タ

コ，マサパの13種が漁獲され昨年と比べて，ソイ，メバル等の魚種が新に加わっており，これら

根付性の強い魚種が漁獲されたことは，設置された魚礁が一年を経て集魚効果を強めていること

を示している。

一方，漁獲量は，昨年マダラを多獲したのに反し本年は漁期 (3-5月)から外れ，また操業

時間が短いこともあり，昨年 1隻当り (246 kg)を下回る結果に終った。(53年 12月12.8kg， 

54年2月2.1 kg) 

設置された魚礁別に漁獲状況をみると，天然礁に近く最も浅い 100m礁での漁獲量がやや多い

ようである。しかし，漁獲された魚種をみても，アイナメが 100m礁，エゾイソアイナメが 150

m， 200 m礁で漁獲されており，その外の魚種に特性の差はみられない。昨年マダラが接岸期に

根渡りした例にみられるように，これら水深帯においても，魚礁設置による甥集効果はある程

度期待されまう。
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標本船試験操業結果
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